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日　時：2020 年 11 月 24 日（火）13 時 30 分～
17 時 30 分



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　2004 年 10 月に経営学部の設置準備室ができま
した。そのとき同時に，アカデミックプランとい
うのを覚えている方もいらっしゃると思います













いということになって，2005 年 4 月に無事に届
出が終わりました。その後，名前が「開設準備室」















年で 5学部増え，40 年間 5学部体制だったのが，































































































































































































































































































































































































































































ンカレを 6回取っています。私は昭和 49 年産関
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の卒業ですが，そのころは，私たちが関東の一部
リーグに所属していた最後のときです。ですか
ら，白石先生が立教大学に入ってきたときには立
教大学のバスケット部は一部にいたということ
で，私たちが卒業して白石さんが大学を卒業され
るときには二部に落ちたということです。
　ちなみに，白石先生が部長になられたときに
は，立教大学のバスケット部は五部でした。これ
が，うちの中では最低のリーグに所属していたと
きです。白石先生に部長になっていただいて，い
ろいろ学校のリクルートや何かの関係も変わって
きて，約 10 年かけてやっと関東の二部にまで回
復してきたということです。その間に，アスリー
ト選抜入試というものができた。そのときには白
石先生が相当頑張ってくださり，また，その骨格
等は白石先生がお考えになり，いろいろ総長とお
話しして，こういう制度をつくっていただいた。
私たちはそう理解しています。
　とは言っても，リクルート等もなかなか。スポー
ツということがだいぶ変わってきて，われわれの
ころには，松下とか住金とか新日鉄とかそういう
ところが実業団チームを持っており，われわれの
先輩たちは大学を卒業するとみんなそこに入社し
ていったということですが，今の世代はみんなプ
ロ化になってしまった。実業団はほとんど持って
いなくて，お金だけ少し出し，あとは全部プロ化
になっていく。そういう大学に対し，なぜ選手が
入ってこなくなったかというと，結局，昔だと，
六大学からそういう会社に入っていくと出世等に
関してもかなり影響があった。ところが今は，全
くのプロですから，会社の所属はないわけです。
　そうすると，要は，六大学に行って卒業して，
そのバリューを持って社会に出るという感覚は持
っていなくて，むしろ，学費がタダだとか入学金
がタダだとか，そういう大学に入っていってしま
うということで，なかなかわれわれのところにい
い選手が入ってこないのが実情です。この辺の話
は白石先生といろいろさせていただきました。
　私が白石先生に一番感心したのは合宿です。わ
れわれのころは 3週間ぐらい夏の合宿をやってい
ましたが，白石先生が入ってこられたころは 1週
間から 10 日ぐらいやっていて，ずっと合宿所に
選手と一緒に寝泊まりしていらっしゃったのです
よね。途中から体育会長になったりして学校のほ
うがいろいろ忙しくなったので，顔は出せなく
なったのですが，そのころは学生と一緒に，1週
間なら 1週間，夏休みの一番いいときに，合宿所
に寝泊まりしていた。われわれのころは，部長先
生がお見えになることはなかなかなかったのです
が，ほとんどお見えになっていた。
　それから，私が一番覚えているのは，よくお酒
を飲んだということです。合宿のときだけではな
く常に，白石先生とはお酒を，それこそ夜通しで。
サウナでちょっと寝て，また飲んでと，2日間ぐ
らい通しでお酒を飲んだ思い出があります。最初
のころは非常にお酒が強くて，僕も酒は弱いほ
うではなかったのですが，あの人はいくら飲んで
も酔っ払わないなという感覚でした。晩年になる
と，かなりお酒に酔うようにはなってきました。
　私が覚えているのはバスケットだけではなく，
運動部は同志社と定期戦をやっていますが，バス
ケット部は，同志社に行ったり，こっちでやっ
たりで，2年に一遍必ず京都へ行くということが
ありました。たまたま，同志社のバスケット部の
OB会長が月桂冠の大倉さん，大倉酒造の社長を
やっていた方だったので，いつも，京都の一力と
か，舞子さんがいるようなところへ連れていって
いただいて，白石先生もそれを大変喜んで，いつ
もニコニコしていたのは目に焼き付いています。
　それから，バスケットのことはいろいろ話したの
ですが，いつも私が怒られていたのは，皆さんの前
でごあいさつするときに，あいさつが非常に下手だ
ということで，終わった後にいつも，すし屋で30
～ 40分，「ああいうときにはこのように話すのだ。
あんな話し方をしちゃ駄目だ」というような講義を
受けたことを，非常によく覚えています。
　本当に長い間，20年にわたりご指導していただ
き，何とかわれわれも一部に戻りました。白石先
生に，部長時代に一部チームのゲームのベンチに
座っていただきたいと思ったのですが，それがか
なわず，二部の段階で先生とお別れすることにな
ったのは，非常に残念に思います。ちなみに，私
もがんを 10年ぐらい前にやっており，お酒を飲む
といつも，「吉井，心配するな。俺がおまえの葬儀
委員長をやってやるから，安心していろ」と言わ
れていたのですが，逆になってしまい，私の葬儀
委員長がいなくなったので，私もなかなか死ねな
いのかと思います。白石先生には，本当に長い間，
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バスケット部だけではなく各運動部が非常に面倒
を見ていただき，感謝をしているのが実情です。
今日はどうもありがとうございました。（拍手）
山口　吉井さん，ありがとうございました。では，
松本さん，お願いします。
14．体育会OB：松本元氏
松本　皆さん，こんにちは。私は立教大学の男子
バスケット部の助監督をやらせていただいている
松本と申します。白石先生のことはいま吉井会長
にほとんどしゃべっていただいたので，私のほう
は個人的に白石先生とのことで覚えていることを
お話ししたいと思います。
　最初に白石先生にお会いしたのは，先ほど話が
ありましたが，部としてどん底だった 2000 年。
2000 年から監督をやらせていただいていました
ので，そのときに初めて白石先生にお会いしまし
た。1年目のときはごあいさつ程度だったと記憶
していますが，2年目に，先ほど話があった合宿
があり，マネージャーから部長が来るという連絡
を受けました。
　それまで何度か，部長先生には合宿に表敬訪問
では来ていただいていたので，「ああ，そうか」。
でも，全部泊まると言っているのを聞きました。
われわれスタッフもそんなにいい合宿先ではない
ので，10 畳ぐらいのところに布団を敷いて雑魚
寝するような合宿でした。部屋が別にあるわけで
もなし，先生もそこに泊まるということで，そこ
から 1週間，寝食を共にしたというのが，本格的
なお付き合いの初年度ということになります。
　そのときは，白石先生はバスケットのことはた
ぶんほとんど分からなかったと思います。たぶん
言葉も全くお分かりになっていなかったと思いま
す。練習が終わると，われわれスタッフ 3人いた
のですが，飲みながら，当然バスケットの話にな
るのですね。何時間も。それをずっと黙って横で
聞いていらっしゃり，終わりごろになると，「終
わった？　もう飲んでもいい？」と言って（笑），
お酒を飲む。それが夜中までというのが毎日続き
ました。
　1年目はそれで終わり，2年目ぐらいから，バ
スケットのことも勉強されたし，リーグ戦もほと
んど全部の試合でベンチに入られましたので，い
ろいろお分かりになってきたのだと思います。ま
た夜のミーティングに，だんだんだんだん最初か
ら参加されるようになってきました。そこで話が
出たのが，どうやったら強くなるのだ。大学とし
ては何をすれば強くなるのだという話をよくわれ
われに聞いてきました。
　今でこそ，体育会のいろいろな制度が整い，本
当にいろいろ支援を体育会としていただいている
のですが，その当時は，ほとんどそういうものは
ない状態で，われわれも，何を大学にしてもらえ
ればいいのかということを考えたこともなかった
のですね。ですから，いろいろ先生とお話しする
中で，こういうのがあればとか，ああいうのがあ
ればとか，お話をしていき，それをどんどん実現
させていってくれる先生です。それもものすごい
スピードで。「こういうのがあったらどうだ。で
は，こういうのを考えてみるよ」と言うと，翌年
にそういうものが具体化するような，本当にすご
いスピード感だなと思っていました。私も会社勤
めですが，先生というよりは経営者，もう少し言
うと政治家のような感じで，非常にいろいろ勉強
させていただいたのがあります。
　あともう一つ，ものすごく記憶があるのは，
リーグ戦で，私は監督をやっていたのですが，
コーチ等もいろいろ都合があって行けない大事な
試合がありました。私がベンチで指揮をとらなけ
ればいけなかったのですが，非常に不安で，白石
先生も仕事があって来られないということで，ベ
ンチにスタッフは私しかいない状態でやらなけれ
ばいけなかった。メールで先生とやりとりをした
ときに，そういう不安げなことを書いたのですか
ね。次の日，会場へ行ったら，いるのですよね。
来てくれている。ベンチで，何も言わず座ってく
れていたのですが，非常に頼もしかったという記
憶があります。
　近年は，バスケット部の部長も外れられました
し，年何回かご一緒して飲むようなことしかあり
ませんでしたが，会うたびに，私も松本といいま
すので「まっちゃん」と言われていたのですが，
「まっちゃんはうそつきだ。こういう制度をつく
ったら日本一に戻れるって言ったじゃねえか」と
怒られ（笑），「ばかだな」というのも何回も言わ
れました。ただ，その後には，「ばかというのは
俺の誉め言葉だ」というのを非常に言われ，そう
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言いながら飲んでいるから，結局，怒られている
のだか褒められているのだかよく分からない状態
でその日が終わるというのでした。
　いま部は，先ほど二部というのがありました
が，三部まで落ちています。五部から二部まで上
がっていき，今また，ちょっと停滞の時期を迎え
ています。その状態で先生を見送ることになった
のは非常に心苦しいですが，これからまた，戦績
だけではなく，先生の理念どおりの，あるべき姿
の体育会の部として，学生と一緒に頑張っていく
ので，天からまた叱咤激励を受けられればと思い
ます。今日はこういう会に参加させていただき，
本当にありがとうございました。（拍手）
山口　ありがとうございました。体育会のときも
そうですが，白石先生は一人一人のスタッフ，部
員と一緒に過ごすことを，たぶんすごく大切にさ
れていたのではないかと思います。ここまでのと
ころで 2つの思いについて皆さんから語っていた
だきました。
　それでは，この後Closingということで，まずは
白石弘子様から一言お願いできればと思います。
白石　どうもこんばんは，白石です。今日はこの
ような会を開いていただき，ありがとうございま
した。この会場に着いたら，突然，山口先生から
一言と言われ，何も考えないでただ聴きに来た感
覚でしたので，何をお話ししていいか分からない
のですが。たくさん盛ってくださった方もいらっ
しゃるかと思いますが，たくさんいいお話を聞か
せていただきました。
　私から見ても，特に最後の 10 年ぐらいは，120
％ぐらいの頑張りで暮らしてきたかと思います
が，具体的に何をやってきたか，私には全く分か
らないので，こういうところでいろいろな細かい
姿を聞かせていただいたのは，大変ありがたいこ
とです。そして，うちに帰ってくると抜け殻同然
で，酔っ払っていることが多かったですし，子ど
もたちから，お兄ちゃんは既に家にいませんが，
下の子はまだ一緒に暮らしていて，あまりリスペ
クトされる感じではない姿がうちでは見られてい
ましたが，亡くなった後，息子が，「俺が死んだ
ら偉大さが分かる」と言っていたという話をポロ
ッとされ，偉大かどうかは分からないけれども，
たくさんのやってきたことというのを聞かされ
て，私からも彼に伝えたりして，一生懸命やった
のだなということは非常に心に残ります。
　それゆえに，私の家では，休むか，たまに買い
物に行くことはありましたが，二人で出かけると
かゴージャスなランチをするとか旅行するとか，
そういうことはほとんどないという感じで暮らし
ていました。私は，それでもいいかという感じで，
あまり不満に思うことはなかったですが，こうや
ってたくさん皆さまからの温かい思いをいただい
たことが，本当に何よりも幸せだと思います。あ
りがとうございました。（拍手）
15．おわりに
山口　どうもありがとうございました。自分が白
石先生とお会いしたのは 30年ぐらい前になりま
す。こういう企画をここでやらないといけないこ
とは非常につらいことですが，自分のふるさとの
言葉に，「におい残せよ梅の花」という言葉があり
ます。実は梅の花は，そこで花を咲かせて，そこ
でにおいを残し，これからいろいろな花が咲く。
その役割を果たしていると伝えられています。
　白石先生は，この立教大学で経営学部をつく
り，私が学部長を引き継いだときに，日本で一番
新しい経営学部だということを何度も何度も高校
生の前で話しました。その後，実は，立教大学の
経営学部に似たような学部が日本の大学で数多く
できました。国際化もそうですし，リーダーシッ
ププログラムもそうです。たぶん，白石先生が残
したそのにおいが広がって広がって，いろいろな
花をいま咲かせていると思います。われわれもこ
の白石先生の思いにちゃんと応えられるように，
今後もしっかり頑張っていきたいと思います。
　それでは最後に，西原先生のお祈りでこの会を
閉じたいと思います。
西原　それでは，閉会に当たり，最後にご一緒に，
しばらくの間，黙とうの時を持ち，祝祷をもって
この会を閉じさせていただきたいと思います。そ
れでは黙とういたしましょう。主イエスキリスト
の恵み，神の愛，精霊の交わりが私たちと共に，
ことに白石先生につながるお一人お一人の上に，
また，経営学部につながる一人一人の上に，限り
なくありますように。アーメン。
